
□はじめに～クライストチャーチ

１９９０年代に，消費に基づく活動が，ますます地景の転換において重要となった。こ

れがどのように生じているのかという問題の真相の一端は，ニュージーランド南島の

主要な空路ゲートウェイであるクライストチャーチの都心街頭風景に伺うことができ

る。この街頭風景は，中心市街機能への関心と投資の波の所産であり，その最新の動

きは，余暇と観光を中心としたものである。

戦後の長い景気拡大の中で，都心のひときわ目立つヴィクトリア様式建築ストック

は，ナショナル及びローカルな企業と国の機関のために建設された多くのオフィスビ

ルに取って代わられた。１９８０年代の拡大期には，他の多くの大洋州の都市と同様に，

投機的投資が行われたことから，ニューオフィス・タワーの建設が進んだ。その１つ

であった，フォーブス・タワーは，１９８７年の株式市場暴落の後に完成し，空室のまま

残っていた。通りの向こう側には，ユナイテッド・ビルディング・ソサイエティ会社

本社屋のために，受賞建築物が建てられた。数年後に同社が，オークランドを本拠と

するカントリーワイド・バンク～それ自体スコットランド銀行の子会社であるが～に

よって買収されたとき，その建物は明け渡された。しかしながら１９９５年，この２つの
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ビルに，高級ホテルが入ることになった。最初のビルは，シンガポールのグランド・

セントラル・マネージメント株式会社によって所有・経営されるホテル・グランド・

チャンセラーとして，２番目のビルは，アメリカ・サウス・パシフィック・コーポレー

ションが所有するセントラのブランド名で，開業した。

こういったクライストチャーチの２つの最も高い建築物の機能変化は，都市経済が

余暇と観光にサービスを提供する事業を基盤とする消費に大きくシフトしていったこ

とを象徴するものであった。カシードラル・スクウェアでは，最近までステイト・ハ

ウジング・コーポレーション社が入居していたビルが，別のシンガポール企業の子会

社である，CDL ホテルズ（NZ）にリースされ，ミレニアム・ホテルと改称された。

その隣にあった世紀転換期の政府庁舎もまた政府機関によって明け渡された。さらに

その隣のビルも，かつて市交通局が入居していた建物であるが，オークランド開発業

者によって，店，レストラン，サービス付きアパート，及びヘリティッジ・ホテルと

して改築・再生された。スクウェアの向こう側では，地元に居住する台湾系ニュージー

ランド人が所有していた CML オフィスビルが，キャメロット・カシードラル・スク

ウェア・ホテルに改装された。これら３つの新しいホテルは，全て１９９６年にオープン

した。

こういった開発は，宿泊施設，ワインバー，レストラン，高級な店，観光路面電車

環状線，古い大聖堂に移転された観光案内所等，都市居住者，国内旅行者及び国際旅

行者に向けた消費の急速に出現しつつある地景の一部なのである。アメリカンエキス

プレスやマスターカードの目印が掲示された，一目で旅行者向けと分かる店もあるが，

特定の地元消費者向けの場所，例えばレコード屋やアドベンチャー・スポーツ店通り，

学生向けの歩道沿いコーヒー・バーなどもある。しかしながら，全体的なアンサンブ

ルは，生産から消費へのシフト，国家から離れて機関投資や個人投資に向かう動き，

今日の気まぐれな消費者の便益に適う快楽の商品化等，現代資本主義の広い動向の局

地的な現れと言える。

□地景と消費

最もシンプルなレベルでは，地景は，余暇と観光の実践のために，物理的な環境と

視覚的な背景の双方を提供する（Swaffield, 1993）。またそれは，それ自体で風景，遺
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産あるいはスペクタクルとして「消費」される（Sack, 1992）。しかしながら近年，

余暇と観光の地景に対する批判的探求の理論上の焦点に重要な転換が生じた。私たち

の冒頭の例が示しているように，この新しいアプローチは，投資の流れによって支え

られる消費過程として，余暇と観光を概念化する。また，物質的現象としての地景の

概念からそのイデオロギー的及び象徴的次元をより重要視する方向への再転換（reori-

entation）も見られる。その結果，最もダイナミックな新しい風景は，ショッピング・

センターやフェスティバル・マーケットプレイスのような消費者文化を促進する場所

である。同様に，「消費の地景」は，１９９０年代に場所とアイデンティティの変貌する

特質のアイコンと見なされるようになってきた（Pawson, 1996a）。したがって，地景

は，現代の余暇と観光の特質に関する洞察を獲るための実り多い視座を提供してくれ

るのである。

本章で，私たちは，３つの大きな見出しを立てながら，理論指向的なアプローチを

採る。第１に私たちは，観光と余暇の重要性を，グローバル及びローカルなスケール

における資本と消費の流れの再構造化の現れとして論じる。その次に，社会再構造化

における消費の象徴的な役割，及び観光と余暇が特有の消費過程として貢献する新生

活様式の出現をめぐる概説が続くことになる。第３に私たちは，このコンテクストか

ら，余暇と観光によって生産されかつ消費される多種多様な地景をその中に位置づけ

ることのできるような概念枠組を抽出する。このような枠組を作ることによって，本

章の後半で私たちが３つの異なるタイプの地景環境～すなわち都市，中間地景，原生

地～における余暇と観光の特徴を探究することが可能となる。

□消費者文化～グローバル化と経済再構築

余暇と観光の地景の本性と意味に関する視座の変化は，消費の重要性を現代文化の

主要因として認める広範な理論動向と軌を一にしている（Featherstone, 1991）。しか

しながら，消費の地景がどのように創出されるかについての解釈に関しては，力点の

置き方に幾つか違いが見られる。例えば，サック（１９９２）は，大量生産されたコモ

ディティーが陳列・販売されるショッピング・モールのような場所の開発に見られる，

継続的なコモディティー化の過程に注意を向ける。彼は，観光もまた，地景それ自体

がまずコモディティーとしてお膳立てされ，次に消費されるという形で，この過程に
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関わっていることを示している。この視座から見れば，余暇と観光の地景は，日常経

験の領域に物質文化がより一層広く拡大していることを表象している。

また別の視座は，物質的な諸関係が個人の生活世界に浸透していく過程の分析を補

完する形で，グローバル・スケールでの資本主義的な生産及び蓄積の発展と再構造化

に焦点を合わせている（Harvey, 1989a）。「グローバル化」の本性の問題は，これまで

活発に議論されてきた（例えば，Featherstone, 1990 ; Hirst and Thompson, 1996 を参照）。

一般的に，それは幾つかの異なる次元で展開されている。第１は，生産と消費過程の

新しい構造と立地への転換の次元。第２は，ますます政治上の境界の制約を被らなく

なっている投資市場と資本移動の発展によって促進される次元。第３は，空の旅と電

子コミュニケーションの衝撃の下に置かれている空間と時間の中で進行する社会関係

の断片化と再形成によって促進される次元。そして第４は，個人と文化実践の世界的

な移動の加速によって促進される次元である。

国際観光の急成長は，これらのグローバリゼーションの過程の最も明白な現れの１

つである（Urry, 1992）。間違いなく，世界で最大の産業（NZTB, 1995），そして最も

速く成長する産業，すなわち観光は，多くの国で大規模な投機的投資を引き寄せてい

る。それは，ニュージーランドにおける外貨の最大の稼ぎ手であると言われており

（ibid.），オーストラリアの経済戦略の要と見なされている（Rowe, 1993）。それ故に，

諸政府機関は，世界経済における地域相互間の競争の一環として観光を促進しようと

している。その結果，オーストラリアへの訪問者数は，１９９２に２６０万に到達し，その

年に，ニュージーランドでは１００万の大台に乗った。この２国は，２０００年までに，そ

れぞれ５００万～７００万，２００万～３００万の訪問者を見込んでいる（Hall, 1995b ; Pearce,

1996）。

それと共に，投資及び消費の合流ドル額のシェアをめぐる都市間競争が，当該地域

イメージの改善のために地元資本連合の構築を目指す公共部門起業活動の出現によっ

て促進されてきた。一般的にその結果として，都市環境の物理的な整備改善（建築物

はしばしばポストモダン様式），消費者誘致スポットの開発（スポーツ・スタディア

ム，コンベンション・センター，ショッピング・センター，マリーナ等），一時的あ

るいは永久的な娯楽スペクタクル施設等々が現れる。「都市は，何よりも，生活，訪

問，遊び，消費の面で，革新的，刺激的，創造的，そして安全な場所として立ち現れ

なければならない」のである（Harvey, 1989b : 9）。
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□消費者文化～ライフスタイルと社会再構築

社会再構築は，現今の社会理論の主要なテーマである。伝統的な産業と制度が衰退

していくにつれて，人々は，自己自身を階級や職業構造に即して同定することはしな

くなると言われている。そのかわりに，ライフスタイルと消費パターンに基づく新し

い社会集団が現れる（Bourdieu, 1984）。例えば青年は，職務説明書よりもむしろブラ

ンドものの衣服やトレーナーによって自らのアイデンティティを表現するであろう。

中年の専門職業人は，同じ目的のために彼らの住居選好，彼らが食事をする場所やメ

ニュー，及び余暇活動を利用するであろう（Bocock, 1993 ; Pawson, 1996a）。個人は，

より個人主義的となり，同時により流行に敏感になるであろう（Featherstone, 1991）。

そのようにして，種々の異なる観光や旅を含む消費の弁別的な形態が，社会的差異化

のための文化資本の重要な要素となる。

ラッシュとアーリー（１９９４）は，記号，イメージ，及び美的経験の消費が文化資本

の創造において中心的な役割を演じると主張する。アーリー（１９９０）の「観光の眼差

し」の概念は，視覚イメージの消費が現今の余暇及び観光で果たす役割を内包してい

る。広告とマーケティングで創出された期待感が，これにかなり影響を及ぼすことに

なる。ロー（１９９３：２６１）は，観光パンフレットを「幻想の明確な表現」と形容して

いる。ボードリヤールは，こういった概念を拡張して，「現実がそれ自身のイメージ

と混同される」（1983a : 151）に至るまでの，「スペクタクルの追求」（1983b）として

現代の余暇経験を特徴づけている。地景のイメージは，他のイメージや生産物との連

合を通して，その物理的環境自体と全く関係のない新しい意味と価値を帯びる。例え

ば，南島のハイカントリーは，異なるメディアのプレゼンテーションに応じて，原生

地，スポーツ天国，四輪駆動車パーク，ノスタルジアの宝庫等々の意味を可変的に帯

びることになる（Swaffield, 1996 ; Pawson, 1997）。

独自の経験の追求によって，資本のグローバル化と特定の地景の生産・商品化との

間の緊張関係が顕在化してくる。都市環境においては，土地は，深化するコモディ

ティー文化の一部として販売され，投機的な投資圧力がウォーターフロント開発など

の典型的な物理環境の増殖をもたらす。これらは，競争相手によって容易に模倣され

て急速に独自性を失い，文化資本としての価値が低減していく。「その結果は，ある

種の同質性複製の連続となる」（Harvey, 1993 : 8）。国際観光，国内観光，ローカル
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な余暇活動の間の重なり合いが進み，それぞれが，特定の場を時には非常に大きく異

なる活動のために利用しようとする場合，さらに緊張が高まる。例えば，ゲイム

（１９９０）は，ボンダイ・ビーチを「改修整備する」という提案をめぐる開発業者と地

元住民との間の政治闘争を追跡している。ここには複数のアイデンティティの存立が

かかっている。このビーチのローカルな使用は，オーストラリア国民文化成立の神話

の展開において重要な役割を果たしてきたが，軋轢は，州外及び海外からの観光客を

引き寄せるために，このような象徴的な役割を巧みに利用しようとする意図から生じ

ているのである。

もう一つの理論的関心の焦点は，真正性の追求である。マッカネル（１９７６）は，観

光環境によって与えられる潜在的経験の幅について記述するために真正性の異なるス

テージの識別を行っている。彼は，物理的環境の外観（「フロントステージ」）とそれ

を支える実践（「バックステージ」）を区別するために，ゴフマンの研究（１９７４）を利

用した。遺産の地景は，演出された真正性の特定の形態を表現している。アーリ

（１９９０）が「歴史への眼差し」と形容したように，遺産の消費は，観光地景の曖昧性

に関する別の事例を提供してくれる。

伝統は創作され，歴史的な思惟は再構築を通して具現化され，そして過去の異なる

時代の諸断片が，空間と時間の中に並置される。後述するように，ニュージーランド・

マオリやオーストラリア・アボリジナル等の土着文化と遺産観光地景との関係は，と

りわけ複雑微妙である。

したがって，余暇・観光地景の消費者は，商品化された地景経験の拡大に曝されつ

つ，同時にそれを絶えず捜し求めることになる。しかしながら，この過程には勝者と

敗者がいるのである。「伝統的に，観光はわずかなコストでかなりの経済利益を上げ

ることのできる産業と見なされてきた」と言われているが（Young et al., 1993 : 201），

この見方は余暇・観光地景の政治力学を無視している。これらの地景が，グローバル

化批判者が見いだした諸作用の多く～地域経済の歪曲とそれへの支配，ローカル文化

実践の商品化とその浸食等～を露呈していることが，ますます認識されるようになっ

てきている（Sack, 1992）。利益は，地域間及び地域内で不均等に生じる傾向がある。

投資の流れは，資本所有者に有利に作用し，地域住民は，雇用から利益を得るが，仕

事の性質と配分のされ方には，しばしば，多くの，問題が見られる。全ての消費者が，

たとえ参加できたとしても，必ずしも充分に参加することのできる立場に置かれてい
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るわけではなく，消費の地景の多くは，包摂的であるというよりもむしろ排他的であ

る。すなわち，その志が地景の管理者ないしは所有者の期待と合致しない「他者」は，

静かに排除されるのである。

□余暇と観光の種々の地景

それでは，こういった経済的及び社会的な再構築の側面を認識した上で，私たちは，

どのようにすればオーストラリアとニュージーランドにおける余暇・観光の地景の広

がりを適切に概念化し，分類することができるのであろうか。近年の研究に見られ

る有効なテーマの１つは，地景の社会・文化的な構築性の問題化である（Cosgrove,

1984）。ショート（１９９１）は，これらの構築が，地景原型のスペクトルを確立する上

で有効となる，自然と文化の間のイデオロギー的極性に基づいていることを示した。

一方の極に，文化のシンボルとしての都市あるいは都市地景が位置する。もう一方

の極には，自然のシンボルとしての原生地地景が位置する。両極の間に，対立理念

が絶え間ない緊張状態の中に置かれている「中間地景」（Marx, 1992 ; Rowe, 1992）

が位置しており，それは，西洋文化の中で重要なイデオロギー的意味を帯びてきた

（Williams, 1973）。

これらのカテゴリや極性は，時間的にも空間的にも固定されているわけではない。

都市は，都市的原生地にもなり得る。一方，自然それ自体は，神聖であると主張され

ることもあるが，同時に，非聖的受動体でもあると言明されてきた（Schama, 1995）。

スペクトル上の全ての場が，大なり小なり商品化されてきたのである。都市は，著し

い文化構築物であり，資本主義経済における資本流通，蓄積，及び消費の中心である。

対照的に，原生地は，西洋の歴史の大部分において忌避されてきたが，１９世紀のロマ

ン主義の台頭以来，「真の自然」の表現形態として地位の上昇を遂げてきた。オース

トラリアとニュージーランドにおける国立公園の創設は，この「異和的存在」の近代

的な意味の承認である。それにもかかわらず，原生地はまた，増大する交換価値も有

している。現代の国立公園は，観光プロモーション戦略において重要な象徴的役割を

果たしている。このようにして，自然もまた商品化される。

中間地景が商品化されてきたこともまた，きわめて明白である。間違いなく，地景

概念それ自体は，飼いならされた自然の理想化としての，また同時に趣味と富の表現
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としての公園と庭園の創出に根差している。都市圏にアクセスしやすい牧歌的な田園

地域は，ますます視覚的消費のための地景と見なされるようになっており，田園生活

を切望している人々によって流行化されている。買い物，スペクタクル，市内見物，

何れであれ市中を訪問することは，文化の視覚的及び感覚的な表れを消費することで

あり，国立公園を訪れることは，自然の経験的な趣を消費することであるが，中間地

景に生きること，あるいはそこを訪問することは，自然の文化的に変容された理念を

消費することである。

余暇・観光のグローバル，リージョナル，ローカルな次元における地景交差状況を

さらに探求するために，私たちは，一連のテーマ的事例研究を使いながら，文化と自

然を両極とする概念スペクトルを枠組として使用するつもりである。それに際して，

そしてまた消費環境が社会的に構築されるということを当然の前提とするに際して，

幾つかの問いを念頭に置いていただきたい。誰によってあるいは何によって構築され

たのか？誰のために？どのような目的を念頭に置いて？こういった問いを発すること

は，どの程度そのような環境を脱構築することができるのかと問うこと，すなわち，

それをただ額面通りに受け取るのではなく，批判的に読み取ることである。

□文化の消費

余暇と観光活動は空間的に凝縮される。主要都市の彼方の，限られたリゾート地や

地景名所が観光の焦点となる。オーストラリアでは，これらは，象徴的な周縁と中心，

すなわちビーチやリーフとエアーズ・ロックであり，ニュージーランドでは，アルプ

スと地熱温泉地区である。しかしながら両国においては，余暇活動を求める人達の願

望の多くを満たし，最も多くの旅行者を集めるのは，大都市センターである。オース

トラリアを訪れる国際旅行客の誘致施設トップ１０は，何れもシドニーとシドニー周辺

にある。シドニーそれ自体が，最も訪問者の多い地域であり，国際旅行客のほぼ三分

の二が何らかの期間，そこに滞在している。それに続くのは，四分の一強が訪問する

ゴールドコーストとメルボルンの両都市である（BTR, 1995）。ニュージーランドで

は，全ての国際旅行客の約半分が，オークランド，ウェリントン及びクライストチャー

チ（NZTB, 1995 : 19）に宿泊している（NZTB, 1995 : 19）。

都市センターの中で，余暇・観光環境が，しばしば目的的に建設された施設の中で
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の消費経験を提供するために発展していく。このタイプの施設は，消費者「棲息地」

と呼ばれている。というのは，この用語が種の個体がたくさん見受けられる場所を意

味しているからである（Bloch et al., 1994）。３つのそのような棲息地，すなわちウォー

ターフロント，ショッピング・モール及びフェスティバルがここで論じられる。

ウェリントン，オークランド，ポート・アデレードあるいはシドニーのダーリン

グ・ハーバーに見られるようなウォーターフロント開発は，ポストモダニズムの典型

的な地景であると言われてきた（Harvey, 1989a ; Urry, 1990）。１９８０年代初頭以来，世

界中の都市は，「産業的なもの」と結びついたネガティブなイメージを覆して，改装

された「ポスト産業的」な景観を促進する企図の下に，レクリエーション，ホテル，

及び富裕層向けの住宅の確保に向けて，不必要な港湾地域の再開発を行っていった

（Holcomb, 1994 ; Dunnet al., 1995）。そのような「都市のイメージ化」（Hall, 1995a）

は，激しい都市間競争（Harvey, 1993）の時代に資本と消費の流れを引き寄せる過程

の一部である。しかしながら，マリーナ，アパート及びレストランは，全ての人に開

かれているわけではない。十分なリソースを持っている人々だけが，そのような棲息

地で羽振りの良い暮らしをすることができる。多くの人々は，提供されている活動か

ら排除されるのである。

外見上，より包容力のあるタイプの消費者棲息地は，ショッピング・モールである。

ショッピング・モールは，単なる商品購入を遙かに越えた，それ以上の場所である。

それらは，ウィンドウショッピング，食事，待ち合わせを促進するための人工的に考

案された施設の中で，レクリエーション・ショッピングや商品・サービス双方に対す

る消費者の欲望を創出していくことにフォーカスを合わせている。このような意味で，

当該の環境それ自体が，消費過程の一部であり，ショッピング・モールのオーナーは，

現在，そのようなものとして彼らの地所の売り込みを行っている。アメリカでは，人々

は家庭と職場以外では，他のどこよりもショッピング・モールの中で多くの時間を費

やしている。ただし，特定可能な利用者に限って言えば，そこで味わうことのできる

経験への参加の度合いは，多種多様であるのだが。カナダでは，８００の店，１１０のレス

トラン，そして巨大なテーマパークを有する有名なウエスト・エドモントン・ショッ

ピング・モールが，短期間のうちに，同国で一番の観光名所となっていった（Bloch

et al., 1994）。

ショッピング・モールは，人の集まる公共の場ではあるが，それは，地所への投資
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と金融会社のための商業ルートとなっている私有空間である（Press, 1994）。これら

のオーナーは，通常，食料品，衣料品あるいは書籍小売業者の全国チェーン等の核テ

ナントを求める。そのようなテナントは，ショッピング・モールのオーナーが，それ

によって彼らの投資に対する利得を獲る賃借料を支払うことができる業者であるが，

それらの存在感が，ショッピング・センターにある種の一定の普遍的な類似性を与え

ているのである。ショッピング・モールはまた，私有空間であるので，オーナーは，

ショッピング・モール施設が好ましからざる行動の脅威を受けることがなく，騒音や

天候変化の影響も受けないようにするために，施設内安全保障システムを利用するこ

ともできる（Goss, 1992）。ショッピング・モールはまた，そこに行く交通手段に恵

まれていない人々の手の届かない存在である。他方，クレジットやマネーカードを

持っていない人々も，そこで提供されている快楽に十全に参加できるわけではない。

しかしながら，そのような要因は，規則的にアップグレードされる環境の中のセキュ

リティと楽しみのベールの背後に隠されており，決して露わに見えるものではない。

ショッピング・モールのオーナーが，消費者に向けてますますフェスティバル的な

雰囲気を演出するようになった結果，近年，都市フェスティバルそのものが，ますま

す一般的になってきている。しばしば「イヴェント観光」と形容されるように，多く

のフェスティバル，例えば公園オペラは，実際に地元の余暇活動を求める人達に役

立っている。他のフェスティバルの中には，イメージ向上法の一環として都市セン

ターの全国的な位置づけを転換する戦略の中で，アデレードやウェリントンの「国際

芸術フェスティバル」のように，より広く推進されているものもある。しかしながら，

それらは，２０００年のシドニー・オリンピックやオークランド・アメリカズカップ防衛

戦のように，ますますグローバルな利権関心を引き寄せ，大変な競争の所産であるよ

うなイヴェントとなるであろう（Hall, 1995a）。大勢の人々が，９０年代の都市行事と

なったと思われる，この種全てのイヴェントに引きつけられている。

しかしながら「舞台裏」を覗き見て，批評家は，都市スペクタクルが創出する

「カーニバルの仮面」の楽しみと喜びによって犠牲となるものは，まさに思いやりと

いう公民価値と社会的責任であると主張する（Debord, 1973 ; Harvey, 1989a）。ホー

ル（1995a）は，その走路が市街地の公園に建設された，１９９６年メルボルン・フォー

ミュラーワン・グランプリの事例を上げている。レース主催者は，その権利があると

考える住民や業者の補償要求を押さえてヴィクトリア州政府によって推進された法案
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によって保護されていた。一般的に言えば，都市スペクタクルは，社会的要求から目

を逸らし，市場重視型ではない規制様式の下で，社会正義の大義のために捧げられた

エネルギーと資金を浪費するのである。

投資に基づいた消費は，仕事を生み出すという論点は，これらの大半が，臨時の低

賃金パートタイムで，保障もほとんど与えられない，いわゆるマック・ジョッブであ

るという事実によって相殺される（Coupland, 1991）。そのような雇用は，富の都市間

格差の軽減よりもむしろ増大を助長するであろう（Harvey, 1989b）。それに加えて，

１回限りの大きなフェスティバルの催しが，その推進者が主張するような持続的経済

利益を生み出すことはめったにないということが示されてきた。２０００年シドニー・オ

リンピックに関連して混雑と物価上昇が起きるという予想は，おそらく旅行者にシド

ニー訪問を思いとどまらせるであろう（Hall, 1995a）。クイーンズランドでは，エキ

スポ８８が，同国の他の地域から旅行者を引き寄せたが，その後，訪問客の上昇ではな

く，下降が続いた（Craik, 1991）。要するに，フェスティバル，ショッピング・モー

ル及びウォーターフロントは全て現代消費文化地景の実例であるが，そこで最も多く

の利益を得る立場にあるのは富裕層なのである（Mommaas and van der Poel, 1989）。

□中間地景

その舞台が人工的に構築された環境であるような余暇・観光経験と自然の一部に基

づく余暇・観光経験との間には，その魅力が双方の要因の組み合わせに由来するよう

な「中間地景」が多数存在している。ビーチ，公園あるいは庭では，文化と自然は一

体となっている。ただし，観光客にも地域住民にも等しく非常に人気のある消費環境

を提供するために，明らかに前者が後者を馴化しているのであるが。本節では，オー

ストラリアとニュージーランド双方の典型的な余暇地景としてビーチと庭園に目を向

け，その後で，両方の要素を結びつけていることが多い富裕な退職者地景についての

検討に向かう。そのような地景の政治学もまた，文化や自然の政治学，それから両者

の間のアンビバレンスと全く同様に，質疑を被っている。

余暇経験でしばしば求められる重要な要素は，水である。観光は，水に取り憑かれ

ていると言われてきた（Craik, 1991 : 34‐35）。水は，自然への回帰，及び清浄性を

伴った簡素さを象徴する。あるいはまた，それは，豪奢さや身体の官能性と性的興奮
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にも結びついているであろう。例えばビーチは，体験的にも感情的にも，海と陸，ウ

エットとドライ，自然と文化の楽しい差異を戯れさせる。そこは，社会的規約が弛緩

する場所なのである（Thompson, 1983）。これに日焼けした肌の獲得が結びつくが，

それは，健康，身体イメージ，外向性の仄めかしを伴っている。その結果さらにオー

ストラリアでは，サーファーズ・パラダイスやボンダイ・ビーチのような，ある特定

の海景とナショナル・アイデンティティの特定表象との連合が生じることになる

（Game, 1990）。

太陽と健康とのつながりは，現在，紫外線照射と関連する諸リスクのために，強く

問題視されている。その結果，かつて１つの地位標章と受け取られていた青白い肌が

再評価されるようになってきている。これは，社会的に構築される余暇・観光の恩恵

の明確な実例である。ところが，オーストラリアの人口の四分の三が，海岸から４０km

以内に住んでいるので，それは行楽客にとっての人気のある遊び場であり続けるであ

ろう。ヴィクトリア州政府は，州の海岸線が「最も重要な観光・レクリエーション資

源」であることを認めているが（Hall, 1995b : 265），沿岸部の開発が集中しているの

は，北部ニューサウスウェールズ，ゴールドコースト，そして北部クイーンズランド

である。

オーストラリアの統計によれば，シドニーに続いて，ゴールドコースト，ケアンズ，

ブリスベンが，国際旅行客にとっての，それぞれ２番目，４番目，５番目の人気のあ

る観光地となっている（BTR, 1995）。１９８０年代に，クイーンズランドは，開発政策

の礎石として観光を活用し，インフラストラクチャーの改善（タウンズビルとケアン

ズ空港の双方が国際基準にアップグレードされた）を行うとともに，新しいリゾート

のオープンに意欲を示している開発業者にかなりの官有地の供与を行った（Craik,

1991）。対照的に，ニュージーランドは，国際的な観光名所としてビーチを売り込む

ことを可能にするような亜熱帯の気候を欠いている。しかしながら，ニュージーラン

ドには，コロマンデルのパウアヌイやファンガパラオアのガルフ・ハーバー等，小数

のリゾート・マリーナがあり，それらは，大都市部及び海外からの乗員を引き寄せて

いる。

しかしながら一般的に，オーストラリアとニュージーランドのビーチ伝統は，最近

のリゾート開発よりも，ともにより民主的かつ非資本集約的である。ボンダイ・ビー

チは，約３万人々を引き寄せる恒例のクリスマス・ビーチパーティの舞台であり，他
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方，ニュージーランドのビーチ・キャンプ場も，「ホリデーシーズンには予約が殺到

する」（The Press, 27 December 1995）。多くの人々にとって，ビーチでの休息は，ア

ルカディア的な特性を有する生活要素なのである。探し求められるもの，あるいは記

銘されるものは，交友，暖かな夏，穏やかな夕べ，喜び，そして不和の欠如である。

「ビーチ」は，両国において，悲しみのない幼年期や曇りのない日々のメタファーな

のであろう。私たちは多分，自分達自身及び自然との幸せな関係を求めてビーチに行

くのであろう。それが常にこれらを生み出すわけではないとしても，そのことが必ず

しもイメージの貯蔵所としてのビーチの役割を減じるわけでない。

同様の目的をかなえるもう一つの地景は庭である。ガーデニングは，最も一般的な

趣味の１つである（Cushman et al., 1991）。庭園産業の成長は，このテーマに関する

書籍，雑誌，テレビプログラムの人気に反映されているが，それは，仕事の世界の中

で競争が増大する時代における庭園の魅力を示している。庭園は，避難，熟考，慈し

みの場なのであろう。しかし時代に適合する形で，それはまた，個人が，自らの資産

に「ガーデン・ルーム」を付加して，家屋の価値を高めようとするにつれて，植物や

デザインの商品化を表象するようになっている。庭園デザイン，庭園訪問旅行，及び

園芸センターに対する旺盛な関心は，少なくとも部分的には庭園の文化的再評価の所

産である。これは，ひいてはよく躾けられた自然と安心感という田園的美質を与えて

くれる庭園の潜在力を表すことになる。

自然を作り変えようとする衝動をさらに推し進めて，大都市近郊の田園地域にある

ライフスタイル・ブロックに住む選択をする人々の数は，少数ではあるが増加してい

る。ここに求められている主要な特性は，平和，静穏，スペース（Fairweather, 1996）

であるが，このタイプの消費地景とその中にそれが組み込まれている農業生産地景と

の間で生じる軋轢が予期されていないことも珍しくはない。田園地帯は，田園神話が

示唆するほど，静かで，清潔で，住み心地がよいわけではない。しかしながらこの軋

轢を，「部内者」と「部外者」との間の単純な亀裂に帰することはできない。ライフ

スタイル・ブロックは，通常，引退など自分自身のライフスタイル上の理由で自らの

資産の一部あるいは全部を清算したがっている農場主の分譲の結果なのである。

退職者地景は，余暇の地景としてそれ自体が考察に値する。高齢者は，大洋州にお

いて最も急速に増大している人口層である。ニュージーランドでは，１９５１年と１９９１年

の間に，６５歳以上が実数で倍増し，７５以上が３倍，８５以上が４倍となった（Statistics
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New Zealand, 1995 : 17）。これらの人々は，時間的にゆとりがあり，園芸人気の上昇

に関わる余暇・観光地景の一部を構成している。また，資金的にもゆとりがあり，広

く知られている快適環境地区に引っ越すことができる人々もいる。

ニュージーランドにおいて，６５歳以上の住民の割合が最も高い地方自治体は全て海

岸地域に位置している。例えば，カピティ（１９．７パーセント），コロマンデルのテム

ズ（１８．２パーセント），タウランガ（１６．６パーセント），ホロフェヌア（１５．９パーセン

ト），ワイタキ（オアマルを含めて１５．８パーセント）などである。カピティとホロフェ

ヌアはともに，ウェリントン北部のサンシャイン・コーストに位置している。オーク

ランドでそれに相当する地域は，ノース・ショアー市（同市は，遙かに大きな面積を

有する地方自治体であるので，上記のリストには挙げていない）の沿岸部，とりわけ

ファンガパラオア半島とそれに隣接するオレワである。この地区は，１９７０年代に退職

者居住中心地として出現したが（Hall et al., 1986），現在では，移住者バイヤーやア

メリカズカップ防衛戦絡みのにわか景気予想に乗じたいと願う人々のための高価格住

宅地として再開発されている。

そのような退職者住宅地景は，タウンハウス，魅力的な公園，遊歩道，メディカル・

センター及びますます増加する退職者村が大きな割合を占めていることによって特徴

づけられる。これらは，「自立的退職者へオンサイト管理や一連の社会的・医学的援

助サービスを提供する計画的住宅団地」（Kitchin, 1994 : 411）として定義されており，

いま人気が高まっている。１０年前，２００万のアメリカ人（６０歳以上年齢層の８％）が，

計画的な老齢者密集住宅（民間及び公共の双方）（Kitchin, 1994）で，生活していた。

このことは，消費経験を最優先させる社会では社会的及び家族的な絆が弱くなり続け

ているので，大洋州におけるそのような場所の可能性をも示唆している。現在，オー

クランド・イエローページには１８の退職者村が記載されている。その多くは，ノー

ス・ショアーなどの退職者アメニティー地区や都心近郊の老人残留人口に近接する形

で造られている。そのような村の居住者にとっての最も重要な特性機能は，健康管理，

及びショッピング・モールで好ましからざる人物を閉め出すのと同様のセキュリティ

の提供である。
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□自然の消費

消費の「中間地景」の中心的構成要素～例えば水や庭～は，消費経験における自然

的要素の重要性を示している。しかしながら１９９０年代には，自然の消費それ自体が盛

んになるとともに同時に問題を多く含むようになっていくという傾向が見られた。こ

れは環境保護運動への参加の増大に結びつき（Pawson, 1996b），持続可能な方向に向

けて，制御手段を打ち立てようとする様々な企図が影響力を増していった。実際，持

続可能性それ自体の探求が，複雑な問題を含むことなく，よく秩序づけられたものと

しての自然という田園神話を復活させようとする願望を反映していると言うことがで

きるであろう（Murray and Swaffield, 1994）。

これまで自然概念の曖昧さについては，多くのことが書かれてきた。当面の目的に

とって，最も有効だと思われる概念化は，おそらくトゥアン（１９７４）の試みであろう。

そこでは，都市を否定的に原生地として連想する表象が，まだ人間介入による改変が

ほとんど行われていない地景が有する原生地的美質の魅力と対置されている。これが，

文化と自然に関する西欧的伝統における通常の解釈の転倒であることは，「自然」が，

最も自然的な形態においてさえ，社会的に構築されるものであることを明示している。

国立公園ほど，この点が明白な場所はない。そこでは，完全に人為的な境界線が，何

らかの現在の一般的な基準から見て秀逸であると見なされた地景の周りの地図上に引

かれている。

カービー（１９９７）は，ニュージーランドで最初の国立公園であるトンガリロの設立

に関する彼女の分析の中で，この点を強調している。公園の核心部を形作っている火

山の峰は，開発で彼らの文化的及び精神的な重要性が損なわれないようにという条件

で，１８８０年代に初めてトゥファレトア族の大首長によってニュージーランド政府に提

供された。しかし，同公園は１８９４年に官報に掲載されたが，それはただその峰の景勝

的価値のためだけであった。この地域の最初の科学的調査（Cockayne, 1908）によっ

て，驚くほど豊かな植物種数が賞賛されることになった。その後しばらくして，ヒー

スと狩猟動物が導入され，この一帯のレクリエーション潜在力の売り込みが行われる

ようになった。地景類型という点から見て国立公園はどのような型に相当するのかと

いう問題に関して，こういった複数の解釈が存在していたにもかかわらず，この概念

は，およそ１世紀に亘って固定されたままであった。１９８０年代になって初めて，それ
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は拡張され，低地天然林など，高山帯以外の自然要素を包摂するようになった（Paw-

son, 1987）。

原生地地景はまた，最近まで富裕層の領分であった。ニュージーランドの初期の国

立公園や保護区を訪れた人は，かなり少数であった（Moran, 1979）。またオーストラ

リアでは，最も冒険的な者あるいは金持ち以外の人々は，その隔絶性の故に，今日で

は広く知られるようになった名所に行くことができなかった。エアーズ・ロックに国

立公園の地位が与えられた１９５８年に，同地を訪れた旅行客の数は，わずかに２２９６名で

あった。ところが１９８０年代半ばには，その数は２０万人を上回った（Altman, 1989）。

国立公園指定，またはユネスコによる「世界遺産指定地域」への登録が，その魅力を

売り込む国家や企業の旺盛な宣伝活動と結びつくことによって，秀逸な地景の商品化

への道を切り開くのである。これは，エアーズ・ロックとカカドゥの双方が世界遺産

の地位を持っているノーザンテリトリーで生じたことである。その結果，カカドゥ国

立公園～その一角が初めて公に指定されたのは１９７９年であるが～への旅行客数は，

１９８１／８２と１９８９／９０の間に，３万８０００名から２３万名に増加した。そして，２０００年には５０

万人を越えると見積もられている（Davis and Weiler, 1992）。同種の急速な増加は，

観光局による「クリーン，グリーン」を謳う国を挙げての売り込みの結果，ニュー

ジーランドの保護区の一部でも起こっている（NZTB and DOC, 1993）。これらは，記

号とイメージによるそれらのラベリングの結果として，地景の消費が如何に劇的に増

大していくのかという点に関する明確な実例である。

その結果生じてくる環境問題はよく知られており（Hall, 1995b），グレート・バリ

ア・リーフ（Kelleher and Driml, 1988），西オーストラリアのシャーク・ベイ（Dowling,

1993），ノーザンテリトリー南部の中央山脈（Griffin and Morton, 1988）等々の各地で

探究されてきた。混雑と汚染の問題は，まさしく大部分の人々が訪れるそれらの地域

に集中するようになった。カカドゥでは，旅行客の四分の三が，５月から１０月の乾季

の期間にやって来るので，「原生地経験」として宣伝されてきた魅力に明らかな悪影

響が生じている。ニュージーランドでは，幾つかの有名なトレッキング・コースが

主に国際旅行客で混雑するようになってきている。ただし，最も有名な遊歩道であ

るミルフォード・トラックの利用はこれまでずっと制限が行われているのであるが

（Booth, 1996）。

さらに，これらの「自然」地景の商品化には隠された前提がある。それは，それら
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の地景が無人で，余暇利用以外の選択肢をほとんどあるいは全く持っていないという

ものである。ところが実際には，ニュージーランドで最初の世界遺産指定地域となっ

たトンガリロの歴史が示しているように，その多くが先住民の人々にとって重要な意

味を有しているのである。その他の地域は，多くのマオリ族やアボリジナルの人々に

とって，本拠地〈ホーム〉となっている。最も，これらの「他者」を彼らが生息して

いると思われる自然の一部として捉えることは，完全に西洋の伝統に合致しており，

その結果，こういった地景の「空虚さ」がより一層強化されることになるのであるが

（Pawson, 1992）。ヨーロッパ系ニュージーランド人によって国立公園に指定された

土地についてのマオリの語りは，多くの場合，部分的に知覚できる形で残っているだ

けである。

しかしながらオーストラリアでは，多くの国立公園は，ノーザンテリトリーのカカ

ドゥ，ニトミラック，及びグリグ等々，アボリジナルの土地の中に設置され，そこで

は，アボリジナルの文化的な関心が，管理上の優先事項となっている。ウルル（エアー

ズ・ロック・オルガ）国立公園の管理計画（１９９５）～同公園が返還されアボリジナル

の所有に復帰した後，１９７７年にこのように名称変更が行われた～は，「ウルル・カ

タ・ジュター管理委員会の設置は，ウルル国立公園の伝統的な所有者が単なる助言を

与えるだけの役割を持つだけではなく，彼らの土地の本当の意志決定者であるという

意味で，先住民族にとって世界初のことである」と謳っている。この点の重要性を以

下でさらに考察することにしよう。

しかしながら一般に，多くの評者は，アボリジナルの人々が，観光発展から多くの

利益を得ることは非常に珍しいので，彼らはしばしば観光客と直接関わることを避け

ようとする，また，「商業的開発と両立し得ない社会的帰結を文化的に優先させる傾

向が見られる」と結論づけている（Altman and Finlayson, 1992 : 6）。しかし，ニュー

ジーランドでは，大いに注目に値する自然ベースの観光事業の１つが，南島東海岸の

カイコウラという小さな町でンガイ・タフ族によって運営されている。地元及び海外

からの観光客の野生生物に対する関心の高まりを利用して，カイコウラのホエール

ウォッチは，漁業と鉄道の雇用が１９８０年代末に崩壊した町にとっての本当の呼び物を

創り出していった。１９９５年初めにそれは，グリーン・ツーリズム英国航空国際賞を得

るほどまでの注力をもって，こういった成果を達成したのである。その頃には，この

事業は，１年に１４万人の訪問客を町に引き寄せるまでになっていた。これは地域の資
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源（この場合はクジラ）が，ローカルに利益が保持される観光地景の中で，収益化さ

れることもあり得ることを示す事例であると言えよう。

□おわりに～ウルル

本章で，私たちは，１９９０年代を特徴づける余暇と観光の地景は消費ベースの活動に

向かう資本主義の分節・節合過程における重大な転換の一部であることを論じた。こ

ういった動きは，グローバルからローカルに至るまでの地理的スケールにおいて生じ

ている。しかしながら，如何なる大きな変化も，様々な語りを取り込んでいる。そし

て，それは多種多様な意味を持ち得るのである。その結果，観光と余暇の地景は異な

る仕方で読み解くことができる。ショッピング・モールは，買い物をする場所，楽し

む場所，その行動や資力がショッピング・モールの顧客として適切であるとは思われ

ない人を排除する場所などであろう。国立公園は，冒険探求者にとっての挑戦の場所，

海外旅行者のための絶景地であるが，それでもなお明らかに，事実上その伝統的な所

有者である人々の権利を奪う公共地景ともなり得る。

その実例は，オーストラリアの代表的な地景の１つ，ウルル（エアーズロック）で

ある。そのロックは，多年に亘って，オーストラリア白人のパイオニア魂を表し，

「赤土の内陸部」に入植し，その土地を活用してきた人々の精神及び肉体の強靱さを

象徴するものであった。４０年前に，そこは国立公園に指定され，同国の政治地理学全

体を踏まえて，直線の境界線が地図上に引かれた。特有の地景シンボルとしてのロッ

クとは別に，同公園は，様々な砂漠生態系を包摂していた。

アボリジナルの地景と精神性におけるその重要性は，チャトウィン（１９８７）に見ら

れるように，１９８０年代の研究によって，世間の広範な人々にはっきりと知られるよう

になった。１９７９年に，公園に対する土地返還要求が提出され，６年後に，ウルル・カ

タ・ジュター土地トラストにそれを返還した。ただしそれは，返還後にオーストラリ

ア国立公園野生生物局に賃貸しすることという条件付きであった（Altaian, 1989）。

この公園は管理委員会によって運営されているが，そこでは１０人のメンバのうちの

６人が伝統的所有者によって任命される（Uluru-Kata Tjuta Management Plan, 1995）。

同委員会は，旅行客の公園利用法は規制できるが，訪問を希望している旅行客の総数

を規制することに関しては無力である。この点は，商業的利益，及び公園境界線のす
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ぐ外に位置しているユーラーラ観光リゾート内の施設を運営しているノーザンテリト

リー政府によってコントロールされている。ウルルは，国家のシンボルであり，生態

的多様性の地域であり，かつアボリジナルにとっての聖地なのであろう。しかしなが

ら，公園利用法を決定するということは，企業資本がパッケージ化された「経験」を

急増する一過的な旅行客に売り込もうとする観光の物的な地景の中で，それが重要な

構成要素となったということを意味している。

ユーラーラ・リゾートは，南太平洋ホテル・コーポレーション～オーストラリアと

ニュージーランドの諸都市でもホテルを経営しているアメリカの企業～によって管理

されている。パーク・ロイヤルやセントラ・ホテルを有している南太平洋ホテル・

コーポレーションは，本章の冒頭で述べたクライストチャーチの消費地景の主役であ

る。そのような関連性は，ますますグローバル化されていく観光業の特質，及びオー

ストラリアとニュージーランドの中で余暇と観光の特定の地景が産出される国際的な

コンテクストをはっきりと示している。これらの地景は，様々な観点から読み解くこ

とができるが，それらは，全て１９９０年代の資本主義社会を特徴づける快楽の商品化の

所産なのである。
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